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一
、
は
じ
め
に

標
題
は
「
国
府
に
お
け
る
『
播
磨
國
風
土
記
』
の
編
纂
作
業
に
つ
い
て

考
え
る
」
と
い
う
意
味
で
記
し
て
い
る
。
長
く
な
る
の
で
縮
め
た
。

当
誌
前
号
に
掲
載
の
「
異
剣
譚
寸
考
―
『
播
磨
國
風
土
記
』
讃
容
郡
仲
川
里
条

の
記
事
に
つ
い
て
―
（
１
）」
の
注
に
お
い
て
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。

注
（
６
）
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
、
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）

に
三
条
西
家
の
蔵
書
か
ら
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
古
書
肆
（
弘
文
荘
）
を

経
て
天
理
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
本
で
、『
播
磨
國
風
土
記
』
の
唯

一
の
古
写
本
。
天
下
の
孤
本
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
巻
子

本
で
あ
る
が
、冒
頭
の
箇
所
が
破
り
取
ら
れ
る
形
で
失
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
赤
穂
郡
か
ら
は
未
提
出
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
赤
穂
一
郡
分

が
全
く
存
在
し
て
い
な
い
（
秋
本
吉
郎
氏
は
こ
れ
を
「
欠
落
」
と
す
る
）。
そ

れ
の
み
な
ら
ず
、
未
整
理
な
箇
所
が
多
々
見
ら
れ
、
こ
の
三
条
西
家

本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
未
精
撰
の
原
稿
本
と
見
ら
れ
る
。
秋
本
吉

郎
氏
は
、「
稿
本
の
様
態
に
あ
っ
た
ま
ま
を
伝
本
祖
と
し
て
、
現
伝
本

が
承
け
伝
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」（「
播
磨
国
風
土
記
未
精
撰
考
」『
風
土
記

の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
一
〇
月
）
と
し
て
い
る
。

注
（
23
）

飯
泉
健
司
氏
（「
霊
剣
の
主
張
―
播
磨
国
風
土
記
・
旧
聞
異
事
の
生

成
―
」〈
神
田
典
城
編
『
風
土
記
の
表
現

記
録
か
ら
文
学
へ
』
上
代
文
学
会
研
究

叢
書
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
七
月
〉）
は
、
郡
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く

て
、
当
話
は
国
庁
等
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
字
資
料
に
よ
る
も
の
と

し
、「
文
字
資
料
を
基
に
し
た
国
司
の
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
す

る
。
し
か
し
私
は
、
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
各
郡
か
ら

国
庁
へ
提
出
さ
れ
た
ま
ま
の
未
精
撰
の
稿
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
共
に
、
文
書
保
管
の
面
か
ら
も
郡
家
（
郡
衙
）
レ
ベ
ル
の
原
稿
本
と

見
て
お
り
、
国
庁
レ
ベ
ル
に
よ
る
大
き
な
編
集
の
手
が
入
る
前
の
姿

を
残
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

右
に
注
記
し
た
理
解
に
つ
い
て
、
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

即
ち
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

・『
播
磨
國
風
土
記
』
は
未
精
撰
の
原
稿
本
で
あ
る
。

・
当
初
原
稿
は
、『
出
雲
國
風
土
記
』
同
様
に
郡
単
位
で
編
集
さ
れ
、
国

府
へ
提
出
さ
れ
た
。

・
国
庁
レ
ベ
ル
に
よ
る
大
き
な
編
集
の
手
が
入
る
前
の
姿
で
あ
る
。
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右
の
三
件
に
つ
い
て
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
第
二
項
の
郡
家

（
郡
衙
）
レ
ベ
ル
の
編
集
云
々
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
余
り
言
及
し
て
い
な

い
が
、『
出
雲
國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
明
確
に
郡
家
に
お
い
て
素
稿
が
編

集
さ
れ
国
府
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
郡
末
記
載
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
出
雲
國
風
土
記
』
の
み
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な

く
、『
常
陸
國
風
土
記
』『
豊
後
國
風
土
記
』『
肥
前
國
風
土
記
』
に
お
い
て

も
同
様
の
実
態
と
考
え
て
よ
い
。

例
え
ば
『
豊
後
國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、
直
入
郡
祢
疑
野
の
名
号
由

来
条
、
大
野
郡
血
田
の
名
号
由
来
条
、
ま
た
速
見
郡
の
郡
号
由
来
条
、
こ

の
各
条
に
お
け
る
土
蜘
蛛
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
重
複
す
る
。
こ
れ
ら
は
『
日

本
書
紀
』
景
行
天
皇
十
二
年
条
に
依
拠
し
て
の
執
筆
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

が
、
当
初
か
ら
国
府
に
お
い
て
執
筆
編
纂
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
統
一
的

な
書
き
方
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
郡
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
、
し
か
も
国
府
及
び
大
宰
府
に
お
い
て
は
、
郡
で

書
い
た
内
容
そ
の
も
の
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
漢
文
上
お
か
し
い
文
章
上
の

最
低
限
の
修
訂
に
留
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
郡

家
レ
ベ
ル
で
の
当
初
稿
の
編
纂
は
、
五
風
土
記
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
風

土
記
に
該
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
現
地
情
報
は
国
府
よ
り
も
郡
家
が
よ
り

詳
細
な
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
稿
に

お
い
て
書
い
た
「
異
剣
譚
寸
考
」
の
原
史
料
に
つ
い
て
、
飯
泉
健
司
氏
は

国
庁
等
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
字
資
料
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、
私
が
、

・
そ
の
原
史
料
は
郡
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
。

と
見
る
点
に
お
い
て
も
、
変
更
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「『
出
雲
國
風
土
記
』
仁
多
郡
三
澤
郷
条
に
つ
い
て
―

そ
の
文
体
か
ら
―
」
の
稿（

２
）を

執
筆
す
る
中
に
お
い
て
、「
尒
時
」
や
「
於
是
」

と
い
う
語
の
調
査
か
ら
、
国
庁
に
お
け
る
編
集
の
手
が
『
播
磨
國
風
土
記
』

に
も
入
っ
て
い
る
こ
と
が
髣
髴
と
し
て
来
た
。
実
は
こ
の
こ
と
は
、
小
野

田
光
雄
氏
が
「
古
事
記
の
助
字
「
尓
」
に
つ
い
て（
３
）」
で
指
摘
し
て
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
国
庁
レ
ベ
ル
に
お
け
る
大
き
な
編
集
の
手
が
入
る
前
の
姿

を
残
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
変
更
す
る
必
要
が
無
い
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
全
く
未
整
理
の
素
原
稿
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
の
が
良
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
、
こ

こ
に
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
。
諒
解
さ
れ
た
い
。

二
、「
尒
時
」
と
「
於
是
」

「
尒
時
」（
尓
時
・
爾
時
）
は
一
般
に
「
そ
の
と
き
」
と
訓
読
し
て
い
る
。

こ
の
語
は
話
を
展
開
し
て
行
く
「
つ
な
ぎ
」
の
役
目
を
果
す
語
と
し
て
あ

る
。
現
代
語
の
「
そ
し
て
」
に
近
い
語
で
あ
り
、
安
易
な
接
続
の
語
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

接
続
詞
の
発
達
は
遅
れ
る
と
さ
れ
、
池
上
禎
造
氏（

４
）は

次
の
よ
う
に
言
及

す
る
。…

上
略
…
さ
う
い
ふ
前
後
關
係

コ
ン
テ
ク
ス
ト

と
い
ふ
も
の
が
す
つ
か
り
わ
か
つ
て

ゐ
る
と
し
て
も
、
我
々
現
代
人
は
「
で
も
」
と
か
「
そ
し
て
」
と
か

言
は
な
い
と
何
か
氣
が
す
ま
な
い
や
う
な
物
足
り
な
い
感
じ
を
懷
く

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
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…
上
略
…
わ
が
國
の
散
文
の
歴
史
か
ら
い
へ
ば
、
漢
文
は
母
胎
で
は

な
い
ま
で
も
支
柱
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
初
期
の
も
の
は
直
接
間

接
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
た
ら
う
。

（
以
上
、
池
上
禎
造
氏
）

接
続
の
語
の
早
い
事
例
に
正
倉
院
仮
名
文
書（

５
）の

甲
種
文
書
・
乙
種
文
書

中
の
「
之
加
毛
」（
甲
種
文
書
）、「
之
可
流
可
由
恵
尓
」「
之
可
毛
」（
乙
種
文
書
）

の
事
例
が
あ
り
、
接
続
詞
「
し
か
も
」「
し
か
る
が
ゆ
ゑ
に
」
の
使
用
が
早

く
も
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
て
来
た（

６
）。

瀬
間
正
之
氏（

７
）は

木
簡
中
の
「
又
」

の
語
例
な
ど
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
も
注
意
し
て
よ
い
事
例
と
な
る
。

「
尒
時
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、「
尒
」（
尓
・
爾
）
に
つ
い

て
考
察
し
た
文
献
と
し
て
、
前
記
の
小
野
田
光
雄
氏（

８
）、

小
島
憲
之
氏
「
古

事
記
の
文
章（

９
）」、

矢
嶋
泉
氏
「『
古
事
記
』
に
於
け
る
接
続
語
の
頻
用
を
め

ぐ
っ
て（

10
）」、前

記
の
瀬
間
正
之
氏（

11
）な

ど
の
論
が
あ
る
。
こ
の
中
、小
野
田
氏
、

小
島
氏
、
瀬
間
氏
の
論
中
で
は
「
尓
時
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。

こ
の
「
尒
時
」（
尓
時
）
の
語
の
用
例
を
調
べ
る
と
、『
出
雲
國
風
土
記
』

に
二
八
例
、『
播
磨
國
風
土
記
』
に
三
一
例
（
逸
文
を
含
め
る
と
三
二
例
）
と
多

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
肥
前
國
風
土
記
』に
は
一
例
の
使
用
が
あ
る
が
、

『
常
陸
國
風
土
記
』『
豊
後
國
風
土
記
』
で
は
一
例
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
編
纂
物
に
偏
り
が
存
す
る
語
で
あ
る
。

こ
の
「
尒
時
」
の
語
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
下
巻
允
恭

記
の
割
注
箇
所
に
一
例
の
み
が
存
し
、『
日
本
書
紀
』
や
『
懐
風
藻
』
で
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
や
は
り
偏
在
す
る
の
で
あ
る
。

「
尒
時
」
に
つ
い
て
は
『
藝
文
類
聚（

12
）』

に
五
例
が
あ
る
が
（『
世
説
新
語
』

に
三
例
、「
表
」
に
一
例
、「
詩
」
に
一
例
）、
小
島
憲
之
氏（

13
）は

「
佛
典
に
多
い
」
と

指
摘
す
る
。
確
か
に
、『
大
正
蔵（

14
）』

で
の
検
索
で
は
三
九
二
八
二
件

六
九
三
〇
八
例
も
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
の
「
尒
時
」
の
「
尒
」
字
に
つ
い
て

は
、「
尓
」「
爾
」
を
含
ん
で
の
計
数
と
し
て
あ
る
。

「
尒
時
」
に
類
す
る
表
現
に
「
于
時
」「
此
時
」「
是
時
」
が
あ
り
、
ま
た

「
時
」
単
独
で
の
「
動
詞
す
る
時
」（「
還
る
時
」
な
ど
）
や
「
名
詞
の
時
」（「
徃

古
の
時
」
な
ど
）
と
い
っ
た
用
法
も
少
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は

実
意
の
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
て
、
接
続
の
語
と
し
て
の
「
尒
時
」
と

は
同
一
に
扱
え
な
い
。
一
方
、「
こ
こ
に
」
の
意
を
表
わ
す
「
於
是
」
の
用

法
が
「
尒
時
」
に
近
い
つ
な
ぎ
の
語
と
し
て
あ
る
。

「
於
是
」の
語
に
つ
い
て
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』の「
上

代
語
概
説（

15
）」

に
、
次
の
言
及
が
あ
る
。

日
本
語
に
は
、
本
来
接
続
詞
の
役
を
果
た
す
語
は
な
い
。
接
続
の

た
め
に
は
、
文
脈
指
示
語
を
含
ん
だ
連
語
を
も
っ
て
す
る
の
が
上
代

語
で
は
普
通
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
故
・
於
是
」
な
ど
の
文
字

を
、
カ
レ
・
コ
コ
ニ
な
ど
と
訓
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

指
示
す
べ
き
内
容
が
漠
然
と
拡
が
っ
て
、
単
に
前
文
を
受
け
て
場
面

の
転
換
を
は
か
る
よ
う
な
用
法
と
な
る
の
も
、
散
文
に
あ
っ
て
は
当

然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
に
立
つ
カ
レ
・
コ
コ
ニ

な
ど
は
、
も
は
や
代
名
詞
な
い
し
こ
れ
を
含
む
連
語
と
は
せ
ず
、
接

続
詞
な
い
し
接
続
詞
的
性
格
の
語
と
し
て
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
於
是
」
の
用
例
は
、『
常
陸
國
風
土
記
』
で
一
〇
例
、『
豊
後
國
風

土
記
』
に
「
於
玆
」
が
四
例
あ
る
。
ま
た
、『
肥
前
國
風
土
記
』
に
は
「
於

玆
」
が
一
例
「
於
此
」
が
一
例
あ
る（

16
）。『

播
磨
國
風
土
記
』
で
は
、「
於
是
」

播
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が
三
〇
例（
逸
文
を
含
め
る
と
三
一
例
）、「
於
此
」が
二
例（
逸
文
を
含
め
る
と
三
例
）

あ
る
。
対
し
て
『
出
雲
國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
「
於
是
」
の
類
の
語
例

が
無
い（

17
）。

因
み
に
、『
出
雲
國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
「
于
時
」「
此
時
」

「
是
時
」
の
例
も
無
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
於
是
」
の
語
に
つ
い
て
も
本
に

よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
覧
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

尒
時

於
是

於
玆

於
此

播

磨

31
（32）

30
（31）

0

２
（３）

出

雲

28

0

0

0

常

陸

0

10

0

0

肥

前

1

0

1

1

豊

後

0

0

4

0

右
の
表
で
、『
播
磨
國
風
土
記
』
に
お
け
る
（
括
弧
）
付
け
で
示
し
た
数

値
は
逸
文
中
の
用
例
の
加
算
値
（
内
数
）
で
あ
る
。

書
物
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
中
で
、『
播
磨
國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、

「
尒
時
」
の
例
と
共
に
、「
こ
こ
に
」
の
語
を
示
す
「
於
是
」（
於
此
・
尓
）
の

例
も
ほ
ぼ
均
衡
す
る
数
値
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
の
分
布
状
況
を
検
証

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
用
例
一
例
ご
と
の
出
現
順
に
、
そ
の
存
在

す
る
該
当
箇
所
に
○
印
を
付
し
、
用
例
の
少
な
い
「
於
此
」
と
「
尒
」（
こ

こ
に
）
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
書
き
込
ん
で
示
し
た
。

尒
時

於
是

用
例
箇
所

○

逸
文
・
赤
石
郡
「
明
石
驛
家
」
条

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
「
尒
保
都
比
賣
命
」
条
は
赤
石
郡
記
事
か
？

○

逸
文
・
属
郡
未
詳
「
尒
保
都
比
賣
命
」
条

尒

逸
文
・
属
郡
未
詳
「
尒
保
都
比
賣
命
」
条

於
此

逸
文
・
属
郡
未
詳
「
尒
保
都
比
賣
命
」
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

尒

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

比
礼
墓
条

○

賀
古
郡

舟
引
原
名
号
条

○

賀
古
郡

郡
末

南
毗
都
麻
条

○

賀
古
郡

郡
末

南
毗
都
麻
条

○

賀
古
郡

郡
末

南
毗
都
麻
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

播
磨
國
風
土
記
の
国
府
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○

餝
磨
郡

郡
号
由
来
条

○

餝
磨
郡

十
四
丘
名
号
条

○

餝
磨
郡

十
四
丘
名
号
条

○

餝
磨
郡

十
四
丘
名
号
条

○

餝
磨
郡

安
相
里
名
号
条

○

餝
磨
郡

長
畝
川
名
号
条

○

餝
磨
郡

美
濃
里
繼
潮
名
号
条

○

餝
磨
郡

貽
和
里
馬
墓
池
名
号
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

揖
保
郡

伊
刀
嶋
名
号
条

○

揖
保
郡

伊
刀
嶋
名
号
条

於
此

揖
保
郡

阿
豆
村
名
号
条

○

揖
保
郡

菅
生
名
号
条

○

揖
保
郡

立
野
名
号
条

○

揖
保
郡

伊
勢
野
名
号
条

○

揖
保
郡

意
此
川
名
号
条

○

揖
保
郡

意
此
川
名
号
条

○

揖
保
郡

上
筥
岡
名
号
条

○

揖
保
郡

石
海
里
名
号
条

○

揖
保
郡

宇
須
伎
津
名
号
条

○

揖
保
郡

神
嶋
条

尒

揖
保
郡

荻
原
里
名
号
条

○

揖
保
郡

揖
保
里
粒
丘
名
号
条

於
此

揖
保
郡

揖
保
里
粒
丘
名
号
条

○

揖
保
郡

美
奈
志
川
名
号
条

尒

揖
保
郡

美
奈
志
川
名
号
条

○

揖
保
郡

美
奈
志
川
名
号
条

○

揖
保
郡

琴
坂
名
号
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

尒

讃
容
郡

郡
号
由
来
条

○

讃
容
郡

仲
川
里
名
号
条

○

讃
容
郡

仲
川
里
異
剣
譚
条

○

讃
容
郡

仲
川
里
異
剣
譚
条

○

讃
容
郡

仲
川
里
異
剣
譚
条

○

讃
容
郡

弥
加
都
岐
原
条

○

讃
容
郡

弥
加
都
岐
原
条

○

讃
容
郡

弥
加
都
岐
原
条

○

讃
容
郡

弥
加
都
岐
原
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

尒

宍
禾
郡

郡
号
由
来
条

○

宍
禾
郡

安
師
里
条

○

宍
禾
郡

安
師
里
条

○

宍
禾
郡

波
加
村
名
号
条

○

宍
禾
郡

御
方
里
名
号
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

神
前
郡

堲
岡
里
名
号
条

播
磨
國
風
土
記
の
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編
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○

神
前
郡

多
駝
里
名
号
条

○

神
前
郡

粳
岡
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

託
賀
郡

荒
田
名
号
条

○

託
賀
郡

都
太
岐
名
号
条

○

託
賀
郡

都
太
岐
名
号
条

○

託
賀
郡

都
太
岐
名
号
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

賀
毛
郡

伎
須
美
野
名
号
条

○

賀
毛
郡

玉
野
村
二
皇
子
条

○

賀
毛
郡

玉
野
村
二
皇
子
条

○

賀
毛
郡

小
目
野
名
号
条

○

賀
毛
郡

小
目
野
名
号
条

○

賀
毛
郡

雲
潤
里
名
号
条

尒

賀
毛
郡

河
内
里
敷
草
由
来
条

○

賀
毛
郡

河
内
里
敷
草
由
来
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

○

美
囊
郡

志
深
里
名
号
条

尒

美
囊
郡

志
深
里
名
号
条

尒

美
囊
郡

志
深
里
名
号
条

＊

＊

＊

＊

＊

＊

右
に
よ
る
と
、
神
前
郡
の
例
の
よ
う
に
、「
於
是
」（
於
此
・
尒
）
の
例
が

見
ら
れ
な
い
郡
も
存
在
す
る
が
、他
は
全
郡
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
ま
で
に
、

「
尒
時
」
と
「
於
是
」（
於
此
・
尒
）
の
例
が
ほ
ぼ
均
一
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
な
お
右
で
は
、
印
南
郡
を
立
て
な
い
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
見

解（
18
）に

従
っ
て
い
る
が
、
印
南
郡
を
立
て
て
見
る
場
合
に
は
、
賀
古
郡
郡
末

の
「
南
毗
都
麻
条
」
が
印
南
郡
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
全
郡
に
お

い
て
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

前
記
の
小
野
田
光
雄
氏
の
論（

19
）は

、「
尓
時
」
で
は
な
い
「
尓
」
に
つ
い
て

で
あ
り
、『
古
事
記
』
の
文
章
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
次
の
指
摘
を
し
て

い
る
。
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
『
播
磨
國
風
土
記
』
と
い
う
書
名
の
呼
称

の
み
が
異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
当
初
原
稿
と
所
収
書
は
同
一
で
あ
る
が
、

所
収
書
に
よ
り
、
そ
の
マ
マ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
引
用
す
る
。

（１）
、
（二）
の
（ロ）
の
1
に
擧
げ
た
二
五
四
例
の
「
尓
」
は
「
於
是
」
の

下
位
に
屬
し
て
文
脈
進
展
に
參
與
す
る
承
上
の
詞
と
し
て
の
用
法
を

原
則
と
す
る
。

（２）
、
か
ゝ
る
用
法
は
、
支
那
に
於
い
て
も
見
ら
れ
な
い
古
事
記
特

異
の
も
の
で
、
唯
播
磨
國
風
土
記
に
非
常
に
近
い
用
法
が
見
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。

（３）
、
古
事
記
と
播
磨
國
風
土
記
の
か
ゝ
る
特
質
は
、
兩
者
の
關
係

を
暗
示
す
る
も
の
と
思
う
。

こ
の
「
於
是
」
で
総
括
さ
れ
る
文
章
中
の
下
位
単
位
に
「
故
」
や
「
爾
」

が
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
小
野
田
光
雄
氏
は
入
れ
子
型
の
図
示
で
説

明
し
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
文
構
造
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
と
理
解
で
き
る
が
、『
播
磨
國
風
土
記
』に
お
い
て
は
、

そ
う
し
た
『
古
事
記
』
の
文
章
展
開
が
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
も
の
で
は
な

播
磨
國
風
土
記
の
国
府
編
集
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い
。
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
神
前
郡
の
「
於
是
」
が
無
い
事
例
も
あ
る
。

小
野
田
光
雄
氏
の
指
摘
は
念
頭
に
置
い
て
良
い
が
、
そ
の
ま
ま
『
播
磨
國

風
土
記
』
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
数
値

で
示
す
の
で
は
な
く
、
出
現
順
に
一
覧
化
し
て
一
々
掲
出
し
た
。

次
に
具
体
例
を
挙
げ
て
見
て
み
よ
う
。
比
較
的
用
例
が
集
中
す
る
賀
古

郡
の
「
比
礼
墓
条
」
を
取
り
上
げ
る
。
×マ
ー
ク
は
文
字
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
示
し
、
校
訂
箇
所
に
は
校
訂
字
を﹇
﹈で
括
っ
て
右
傍
に
示
し
た
。

此
岡
有
二

比
礼
墓
一。〔
坐
神
、
大
御
津
齒
命
子
、
伊
波
都
比
古
命
〕。

所
―三

以
号
二

褶
墓
一

者
、
昔
大
帶
日
子
命
、
誂
二

印
南
別
嬢
一

之
。
御
佩
刀

之
八
咫
釼
之
、
上
結
尓
八
咫
勾
×[玉
]
×[繋
]、
下
結
尓
麻
布
都
鏡
繋
。
時
、

賀
毛
郡
山
直
等
始
祖
、
息
長
命
〔
一
名
伊
志
治
〕
為
レ

媒
而
、
誂
下
行

之
。
時
、
到
二

攝
津
国
、
高
瀬
之
済
一

、
請
レ

欲
レ

度
二

此
河
一。
度
子
紀
伊

国
人
小
玉
申
曰
、「
我
爲
二

天
皇
贄
人
一

否
」。
尓
時
勅
云
、「
朕
公

雖
レ

然
猶
度
」。
度
子
對
曰
、「
遂
欲
レ

度
者
冝
レ

賜
二

度
賃
一

」。
於
是
、

即
取
下

為
二

道
行
儲
一

之
弟
縵
上

、
投
―二

入
舟
中
一

、
則
縵
光
明
、
炳
然

滿
レ

舟
。
度
子
得
レ

賃
、
乃
度
之
。
故
、
云
二

朕
君
済
一。
遂
到
二

赤
名[石
]郡

廝
御
井
一

、
供
―二

進
御
食
一。
故
、
曰
二

廝
御
井
一。
尒
時
印
南
別
嬢
、
聞

而
驚
畏
之
、即
遁
―二

度
、於
南
毗
都
麻
嶋
一。
於
是
天
皇
、
乃
到
二

賀
古
松

原
一

、
而
覓
訪
之
。
於
是
白
犬
、
向
レ

海
長
茜[吠
]。
天
皇
問
云
、「
是
誰

犬
乎
」。
須
受
武
良
首
對
曰
、「
是
別
嬢
所
レ

養
之
犬
也
」。
天
皇
勅
云
、

「
好
告
哉
」。
故
号
二

告
首
一。
乃
、
天
皇
知
レ

在
二

於
此
少
嶋
一。
即
、

欲
レ

度
到
二

阿
閇
津
一

、
供
―二

進
御
食
一。
故
、
号
二

阿
閇
村
一。
又
捕
二

江

魚
一

、
為
二

御
坏
物
一。
故
、
号
二

御
坏
江
一。
又
、
乗
レ

舟
之
處
、
以
レ

楉

作
二

榭
津
一。
遂
度
相
遇
、
勅
云
「
此
嶋
隠
愛
妻
」。
仍
号
二

南
毗
都
麻
一。

於
是
御
舟
与
二

別
嬢
舟
一

同
編
。
合
而
穐
―二

杪
梜
一

伊
志
治
。
尒
名
、

号
二

大
中
伊
志
治
一。
還
到
二

迎[×]
印
南
六
継
村
一

、
始
成
二

密
事
一。
故
、

曰
二

六
継
村
一。
勅
云
、「
此
處
浪
響
鳥
聲
甚
譁
」。
南
、
遷
二

於
高
宮
一。

故
、
曰
二

高
宮
村
一。
是
時
、
造
二

酒
殿
一

之
處
、
即
、
号
二

酒
屋
村
一。

造
二

贄
殿
一

之
處
、
即
、
号
二

贄
田
村
一。
造
レ

宮
之
處
、
即
号
二

舘
村
一。
又

遷
二

於
城
宮
田
村
一

、
仍
、
始
成
レ

昏
也
。
以
後
別
嬢
掃
レ

床
仕
奉
、
出

雲
臣
比
須
良
比
賣
、
給
二

於
息
長
命
一。
墓
有
二

賀
古
驛
西
一。
有
レ

手[年
]別

嬢
、
薨
二

於
此
宮
一。
即
、
作
二

墓
於
日
岡
一

而
葬
之
。
擧
二

其
尸
一

度
二

印

南
川
一

之
時
、
大
飄
自
二

川
下
一

来
、
纒
―二

入
其
尸
於
川
中
一。
求
レ

南
不
レ

得
、
但
得
二

匣
与
一レ

褶
。
即
、
以
二

此
二
物
一

、
葬
二

於
其
墓
一。
故
号
二

褶

墓
一。
於
是
天
皇
、
戀
悲
誓
云
、「
不
レ

食
二

此
川
之
物
一

」。
由
レ

此
其
川

年
魚
、
不
レ

進
二

御
贄
一。
後
得
二

御
病
一

、
勅
云
レ

者
、「
藥
也
」。
即
、

造
二

宮
於
賀
古
松
原
一

而
還
。
或
人
於
レ

此
堀
―二

出
冷
水
一。
故
曰
二

松
原

御
井
一。

（
三
条
西
家
本
、
三
〜
三
一
行
）

此こ

の
岡
に
比ひ

礼れ

墓は
か

有あ

り
。〔
坐い

ま

す
神
は
、
大お

ほ

御み

津つ

歯は
の

命み
こ
と

の
子み

こ

、
伊い

波は

都つ

比ひ

古こ
の

命み
こ
と

そ
〕。
褶ひ

れ

墓は
か

と
号な

づ

く
る
所
以

ゆ

ゑ

は
、
昔む

か
し

大お
ほ

帯た
ら
し

日ひ

子こ
の

命み
こ
と

、
印い

南な
み
の

別わ
き

嬢
を

い
ら
つ
め

誂
ひ

あ
と
ら

た
ま
ふ
。
御
佩
刀

み
は
か
し

の
八や

咫た
の

釼
の

つ
る
ぎ

上
結

う
は
ゆ
ひ

に
八や

咫た
の

勾
玉

ま
が
た
ま

を
繋か

く
、
下
結

し
た
ゆ
ひ

に
麻ま

布ふ

都つ
の

鏡か
が
み

を
繋か

く
。
時
に
、
賀か

毛も
の

郡こ
ほ
り

の
山や

ま
の

直
あ
た
ひ

等ら
が

が
始
祖

と
ほ
つ
お
や

、
息お

き

長な
が
の

命み
こ
と〔
一ま

た

名の
な

は
伊い

志し

治ぢ

〕
を
媒
と

な
か
だ
ち

為し

て
、
誂
ひ

あ
と
ら

下く
だ

り

行い

で
ま
す
。
時
に
、
摂
津つ

の

国く
に

の
高た

か

瀬せ

の
済
に

わ
た
り

到い
た

り
ま
し
て
、
此こ

の
河
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を
度わ

た

ら
む
と
請こ

ひ
た
ま
ふ
。
度
子

わ
た
り
も
り

紀
伊

き

の

国く
に

の
人
小を

玉た
ま

申
曰

ま

を

さ
く
、

「
我わ

れ

、
天
皇
の

す
め
ら
み
こ
と

贄に
へ

人び
と

に
あ
り
や
否い

な

や
」
と
ま
を
し
き
。
尓そ
の

時と
き

勅
云

の
り
た
ま

ひ

し
く
、「
朕
公

あ

ぎ

、
然し

か

は
あ
れ
ど
も
猶な

ほ

し
度わ

た

せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
度

子
対こ

た

へ
て
曰ま

を

さ
く
、「
遂つ

ひ

に
度
ら
む
と
欲ね

が

は
ば
、度
の

わ
た
り

賃て

を
賜
ふ
べ
し
」

と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
、
即
ち
道
行

み
ち
ゆ
き

の
儲ま

け

と
為な

せ
る
弟お

と

縵
を

か
づ
ら

取
り

て
、
舟
の
中
に
投
げ
入
れ
た
ま
へ
ば
、
則
ち
縵
の
光
明

ひ
か
り

、
炳
然

か
か
や

き
て

舟
に
満
ち
て
あ
り
。
度
子
賃
を
得
て
、
乃
ち

す
な
は

度
し
ま
つ
り
き
。
故か

れ

、

朕
君

あ
ぎ
の

済
と

わ
た
り

云
ふ
。
遂つ

ひ

に
赤あ

か

石し
の

郡
の

こ
ほ
り

廝
か
し
は
で

御の
み

井ゐ

に
到い

た

り
、
御
食

み

け

を
供
進

た
て
ま
つ

り
き
。
故か

れ

、
廝

か
し
は
で

御の
み

井ゐ

と
曰い

ふ
。
尒そ
の

時と
き

印い

南な
み
の

別わ
き

嬢
い
ら
つ
め

、
聞き

き
て
驚
き

お
ど
ろ

畏
み

か
し
こ

、
即
ち

す
な
は

南な

毘び

都つ

麻ま
の

島し
ま

に
遁に

げ
度わ

た

り
き
。
こ
こ
に
天
皇

す
め
ら
み
こ
と

、
乃
ち

す
な
は

賀か

古こ
の

松
原
に
到い

た

り
、
覓ま

ぎ
訪と

ひ
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
白
き
犬
、
海
に
向む

き
て
長
く
吠ほ

え
き
。
天
皇
問
云と

ひ
て
、「
是こ

は
誰た

が
犬
そ
」
と
と
は
し

め
た
ま
ひ
き
。
須す

受ず

武む

良ら
の

首お
び
と

対こ
た

へ
て
曰ま

を

さ
く
、「
是こ

は
別わ

き

嬢
い
ら
つ
め

の
養か

へ
る
犬
そ
」
と
ま
を
す
。
天
皇
勅
し

み
こ
と
の
り

て
云の

り
た
ま
ひ
し
く
、「
好よ

く

告つ

げ
つ
る
か
も
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
故か

れ

告つ
げ
の

首お
び
と

と
号な

づ

く
。
乃
ち

す
な
は

、
天

皇
此こ

の
少ち

ひ

さ
き
島
に
在い

ま

す
こ
と
を
知
り
た
ま
ふ
。
即
ち
、
度わ

た

ら
む
と

し
て
阿あ

閉へ
の

津つ

に
到い

た

り
、
御
食

み

け

を
供
進

た
て
ま
つ

り
き
。
故か

れ

、
阿あ

閉へ
の

村む
ら

と
号な

づ

く
。

又ま
た

江か
は

の
魚い

を

を
捕と

ら

へ
て
、
御み

坏つ
き

物も
の

と
為な

し
た
ま
ふ
。
故か

れ

、
御み

坏つ
き

江の
え

と
号

く
。
又ま

た

、
舟
に
乗
り
た
ま
ふ
処
は

と
こ
ろ

、
楉
を

し
も
と

以も

ち
て
榭
津

た

な

と
作な

し
た
ま

ふ
。
遂つ

ひ

に
度わ

た

り
て
相
遇あ

ひ
た
ま
ひ
、
勅
し

み
こ
と
の
り

て
云の

り
た
ま
ひ
し
く「
此こ

の
島
の
隠な

び

愛は
し

妻づ
ま

は
も
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
仍よ

り
て
南な

毘び

都つ

麻ま

と
号な

づ

け

た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
御み

舟ふ
ね

と
別わ

き

嬢
い
ら
つ
め

の
舟
と
同と

も

に
編
み
き
。
合
は

せ
て
挟か

ぢ

を
掘
杪と

れ
る
は
伊い

志し

治ぢ

な
り
。
尒こ
こ

に
名
を
大
中

お
ほ
な
か

の
伊
志
治

と
号な

づ

け
き
。
還ま

た

印
南

い
な
み

の
六む

継
村

つ
ぎ
の
む
ら

に
到い

た

り
て
、
始
め
て
密む

つ
び

事ご
と

を
成な

し

た
ま
ひ
き
。
故か

れ

、
六む

継つ
ぎ
の

村む
ら

と
曰い

ふ
。
勅
し

み
こ
と
の
り

て
云
は

の
り
た
ま

く
、「
此
処

こ

こ

の
浪な

み

の
響と

よ
み

と
鳥と

り

の
声こ

ゑ

甚い
と

譁
し

か
ま
び
す

」
と
の
り
た
ま
ふ
。
南
の
か
た
、
高
宮

た
か
み
や

に

遷う
つ

り
た
ま
ふ
。
故か

れ

、
高
宮
村

た
か
み
や
の
む
ら

と
曰
ふ
。
是こ

の
時
、
酒さ

か

殿ど
の

を
造つ

く

り
し

処
を

と
こ
ろ

、
即
ち

す
な
は

、
酒
屋

さ
か
や
の

村む
ら

と
号な

づ

く
。
贄に

へ

殿ど
の

を
造
り
し
処
を
、
即
ち
、
贄
田

に
へ
た
の

村む
ら

と
号
く
。
宮
を
造
り
し
処
を
、
即
ち
館
村

た
ち
の
む
ら

と
号
く
。
又ま

た

城き

を

宮
田
村

み
や
た
の
む
ら

に
遷う

つ

し
、
仍よ

り
て
、
始は

じ

め
て
昏
を

ま
ぐ
は
ひ

成な

し
た
ま
ひ
き
。
以
後

そ
の
の
ち

別

嬢
の
床と

こ

を
掃は

ら

ひ
て
仕つ

か

へ
奉ま

つ

れ
る
、
出
雲

い
づ
も
の

臣お
み

比
須
良
比
売

ひ

す

ら

ひ

め

を
、
息お

き

長
な
が
の

命み
こ
と

に
給
ひ
き
。
墓
は
賀か

古こ
の

駅う
ま
や

の
西
に
有
り
。
年
有
り
て
別
嬢
、
此

の
宮
に
薨
り

か
む
あ
が

た
ま
ひ
き
。
即
ち
、墓
を
日
岡
に
作
り
て
葬は

ぶ

り
ま
つ
る
。

其そ

の
屍
を

し
に
か
ば
ね

挙あ

げ
て
印
南
川
を
度わ

た

る
時
、
大お

ほ

き
飄
の

つ
む
じ

川
下

か
は
し
も

よ
り
来き

た

り
、

其
の
屍
を
川
中
に
纒ま

き
入
れ
き
。
南
を
求ま

げ
ど
も
得
ず
し
て
、
但た

だ

匣
と

く
し
げ

褶ひ
れ

と
の
み
得え

つ
。
即
ち
、
此こ

の
二
つ
の
物
を
以も

ち
て
、
其そ

の
墓

に
葬は

ぶ

り
き
。
故か

れ

褶ひ
れ

墓は
か

と
号な

づ

け
き
。
こ
こ
に
天
皇
、
恋こ

ひ
悲か

な

し
み
誓ち

か

ひ

て
云
は

の
り
た
ま

く
、「
此こ

の
川
の
物
を
食く

は
じ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
此こ

れ

に
由よ

り

て
其
の
川
の
年
魚

あ

ゆ

を
ば
、御み

贄に
へ

に
進
ら

た
て
ま
つ

ず
。
後
に
得
御や

病
み
た
ま
ひ
、

勅
し

み
こ
と
の
り

て
者ひ

と

に
云か

た

り
た
ま
は
く
、「
薬
は

く
す
り

も
」
と
か
た
り
た
ま
ふ
。
即

ち
、
宮
を
賀
古
松
原
に
造
り
て
還う

つ

り
ま
し
き
。
或
人

あ
る
ひ
と

此こ
こ

に
、
冷
水

し
み
づ

を

掘ほ

り
出い

だ

し
き
。
故か

れ

松
原

ま
つ
ば
ら
の

御
井

み

ゐ

と
曰い

ふ
。

「
そ
の
と
き
」（
尒
時
）「
こ
こ
に
」（
於
是
・
於
此
・
尒
）
の
語
を
囲
み
で

マ
ー
ク
し
て
示
し
、
近
似
語
の
「
と
き
に
」（
時
）
を
破
線
囲
み
で
示
し
た
。

こ
れ
ら
は
意
味
展
開
上
、
存
在
し
な
く
て
も
説
話
展
開
は
可
能
で
あ
る
。
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無
い
よ
り
は
、
綴
文
上
、
存
在
す
る
方
が
落
ち
着
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
展
開

に
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
於
此
」（
こ
こ
に
）
と
あ
っ
て
も
、

右
掲
出
条
の
末
尾
に
出
る
「
於
此
堀
―二

出
冷
水
一

」（
此こ

こ

に
冷
水

し
み
づ

を
掘ほ

り
出い

だ

し

き
）
の
「
こ
こ
に
」
は
、
位
置
指
定
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
目
下

の
用
例
に
該
当
し
な
い
。

三
、
お
わ
り
に

右
の
賀
古
郡
の
「
比
礼
墓
」
条
の
み
に
「
尒
時
」（
尓
時
）
や
「
於
是
」（
於

此
・
尒
）
が
出
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
説
話
展
開
に
伴
う
語
と
し
て
認
定
出

来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
縦
覧
し
た
よ
う
に
全
郡
全
篇
に
亙
っ
て
平
均

的
に
出
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
庁
レ
ベ
ル
で
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
例
は
、
全
例
に
該
当
す
る
も
の

で
は
無
い
が
、「
尒
時
勅
云
」「
於
是
天
皇
」「
於
是
白
犬
」「
於
是
御
舟
」

「
尒
名
」「
於
是
天
皇
」
な
ど
、
文
字
数
を
整
え
る
た
め
に
措
置
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

「
尓
」（
尒
・
爾
）
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
当
論
冒
頭
に
小
野
田
光
雄

氏
・
小
島
憲
之
氏
・
矢
嶋
泉
氏
・
瀬
間
正
之
氏
の
論
を
引
い
た
が
、
そ
れ

ら
の
論
考
は
よ
り
多
く
の
先
行
研
究
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
論
が
指

摘
す
る
点
と
、
当
論
で
取
り
上
げ
た
「
尓
時
」「
於
是
」
と
は
共
通
す
る
論

点
が
少
な
く
な
い
。

当
稿
は
、
郡
か
ら
提
出
さ
れ
た
風
土
記
原
案
稿
に
つ
い
て
国
庁
レ
ベ
ル

で
文
章
上
整
え
る
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
誤

字
の
類
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
修
訂
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。『
出
雲
國
風
土
記
』

に
お
い
て
は
、
郡
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
案
稿
が
再
編
さ
れ
大
き
く
再
編
集

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
が
あ
る
が（

20
）、『

播
磨

國
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、
先
に
示
し
た
『
豊
後
國
風
土
記
』
同
様
に
、

郡
提
出
の
原
案
稿
に
大
き
な
編
集
上
の
手
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
は
未
整
理
不
統
一
な
箇
所
が
あ
り
、
誰
に
も
一
目
瞭
然
の
こ
と
で
あ

り
、
秋
本
吉
郎
氏（

21
）が

「
稿
本
の
様
態
に
あ
っ
た
ま
ま
を
伝
本
祖
と
し
て
、

現
伝
本
が
承
け
伝
へ
て
ゐ
る
」
と
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
廣
岡
義
隆
「
異
剣
譚
寸
考
―
『
播
磨
國
風
土
記
』
讃
容
郡
仲
川
里
条
の
記
事
に
つ

い
て
―
」（『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
四
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
）。

（
２
）廣
岡
義
隆「『
出
雲
國
風
土
記
』仁
多
郡
三
澤
郷
条
に
つ
い
て
―
そ
の
文
体
か
ら
―
」

（『
上
代
文
学
』
一
一
二
号
、
二
〇
一
四
年
四
月
）。

（
３
）
小
野
田
光
雄
氏
「
古
事
記
の
助
字
「
尓
」
に
つ
い
て
」（『
古
事
記
年
報
』
二
号
、

一
九
五
五
年
一
月
、
同
氏
『
古
事
記
釋
日
本
紀
風
土
記
ノ
文
獻
學
的
研
究
』
所
収
）。

（
４
）
池
上
禎
造
氏
「
中
古
文
と
接
續
詞
」（『
國
語
・
國
文
』
一
五
巻
一
二
号
、

一
九
四
七
年
二
月
）。

（
５
）
正
倉
院
仮
名
文
書
は
『
南
京
遺
文
』（
佐
佐
木
信
綱
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
）
に
「
萬

葉
假
名
文
文
書
、
甲
」（
天
平
寳
字
六
年
以
前
）・「
萬
葉
假
名
文
文
書
、
乙
」（
天
平

寳
字
頃
か
）
と
し
て
収
め
ら
れ
、
ま
た
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
十
三
（
八
木

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
二
六
九
〜
二
七
一
頁
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
正

倉
院
文
書
続
修
別
集
第
四
八
巻
で
あ
り
、
甲
種
文
書
・
乙
種
文
書
共
に
『
大
日
本
古

文
書
』
に
は
未
収
で
あ
る
。
甲
種
文
書
（
第
十
紙
）
の
裏
は
天
平
寳
字
六
年
正
月

卅
日
な
ど
の
日
付
が
あ
る
石
山
寺
に
関
わ
る
文
書
三
通
の
下
書
（『
大
日
本
古
文
書
』

五
は
「
造
石
山
寺
所
公
文
案
」
の
名
で
所
収
）、
乙
種
文
書
（
第
十
一
紙
）
の
裏
は
ほ

ぼ
同
年
代
頃
の
「
常
食
料
下
充
帳
」（『
大
日
本
古
文
書
』
五
は
「
造
石
山
寺
所
食
物
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用
帳
」
の
名
で
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
石
山
寺
関
係
裏
文
書
は
『
正
倉
院
古
文
書
影

印
集
成
』
十
四
（
続
修
別
集
裏
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
仮
名
文
書

（
甲
）
の
年
代
が
天
平
寳
字
六
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
６
）『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）
の
「
上
代

語
概
説
」
の
第
五
章
「
文
章
」（
五
七
頁
）
で
、
接
続
詞
と
し
て
こ
の
「
尺
牘
二
通
」

の
「
之
加
毛
」「
之
可
流
可
由
恵
尓
」「
之
可
毛
」
を
取
り
上
げ
言
及
し
て
い
る
。

（
７
）
瀬
間
正
之
氏
「
古
事
記
「
爾
」
再
論
」（
西
宮
一
民
氏
編
『
上
代
語
と
表
記
』、
お

う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
所
収
）。

（
８
）
小
野
田
光
雄
氏
、
当
稿
注
（
３
）。

（
９
）
小
島
憲
之
氏
「
古
事
記
の
文
章
」（『
古
事
記
大
成
』
第
三
巻
、
言
語
文
字
篇
、

一
九
五
七
年
一
二
月
。
同
氏
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
』
上
、
所
収
）。

（
10
）
矢
嶋
泉
氏
「『
古
事
記
』
に
於
け
る
接
続
語
の
頻
用
を
め
ぐ
っ
て
」（『
上
代
文
学
』

六
八
号
、
一
九
九
二
年
四
月
、
同
氏
『
古
事
記
の
文
字
世
界
』
所
収
）。

（
11
）
瀬
間
正
之
氏
、
当
稿
注
（
７
）。

（
12
）『
藝
文
類
聚
』
の
検
索
は
東
京
大
学
齋
藤
希
史
氏
研
究
室
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
「
藝
文

類
聚
索
引
」（
http://friday.c.u-tokyo.ac.jp/yw
lj_U
TF8.htm
l）
を
活
用
し
た
。

（
13
）
小
島
憲
之
氏
、
当
稿
注
（
９
）
の
所
収
書
、
上
二
四
九
頁
。

（
14
）『
大
正
蔵
』
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
略
称
。
検
索
は
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/data
base.htm
l）
を
活
用
し
た
。

（
15
）『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』（
当
稿
注
6
）「
上
代
語
概
説
」
第
三
章
「
文
法
」

の
「
三

品
詞
各
論
（
上
）」（
三
七
頁
）。

（
16
）
逸
文
「
帔
揺
岑
」
に
は
「
於
是
」
の
一
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
乙
類
の
『
筑
紫
風

土
記
』
で
あ
り
、『
肥
前
國
風
土
記
』
と
は
別
の
本
に
な
る
。

（
17
）『
出
雲
國
風
土
記
』
嶋
根
郡
「
朝
酌
促
戸
」
条
の
「
於
鳥
被
捕
」（
鳥
に
捕
は
る
）

の
本
文
「
於
鳥
」
を
「
於
是
」
と
見
る
本
が
あ
る
。
し
か
し
細
川
家
本
に
も
倉
野
本

に
も
「
於
烏
」
と
あ
る
。「
鳥
」
字
が
「
烏
」
字
に
な
る
の
は
写
本
に
往
々
見
ら
れ
る

現
象
で
あ
り
、
飛
び
跳
ね
て
乾
物
と
な
っ
た
魚
が
鳥
に
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。「
於
是
」
の
唯
一
例
を
作
る
こ
と
は
無
い
。

（
18
）
植
垣
節
也
氏
『
風
土
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
5
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年

一
〇
月
）
に
よ
る
。
賀
古
郡
「
印
南
浦
」
条
に
植
垣
節
也
氏
は
頭
注
し
て
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。「
こ
こ
は
印
南
の
郡
の
冒
頭
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
風
土
記
編

述
当
時
に
印
南
の
郡
が
存
在
し
た
証
は
な
い
。
印
南
の
郡
の
文
献
初
出
は
天
平

十
九
年
（
七
四
七
）
の
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
で
あ
る
。
…
中
略
…

印
南
の
郡
制
施
行
は
風
土
記
編
述
よ
り
も
後
で
、
当
時
は
賀
古
の
郡
の
一
部
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。」（
二
五
頁
、
頭
注
一
〇
）。

（
19
）
小
野
田
光
雄
氏
、
当
稿
注
（
３
）。

（
20
）
廣
岡
義
隆
「
佐
太
大
神
条
を
め
ぐ
っ
て
―
『
出
雲
國
風
土
記
』
の
成
書
過
程
の

一
考
察
―
」（
大
阪
大
学
『
語
文
』
一
〇
〇
・
一
〇
一
輯
合
併
号
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）。

（
21
）
秋
本
吉
郎
氏
「
播
磨
国
風
土
記
未
精
撰
考
」（『
風
土
記
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、一
九
六
三
年
一
〇
月
）。
当
稿
冒
頭
の「
は
じ
め
に
」で
引
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

付
記

な
お
当
稿
と
並
行
し
て
、
注
（
２
）
に
示
し
た
「『
出
雲
國
風
土
記
』
仁
多
郡

三
澤
郷
条
に
つ
い
て
―
そ
の
文
体
か
ら
―
」
を
執
筆
し
た
。
問
題
意
識
が
通

底
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

﹇
ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
元
教
員
﹈

播
磨
國
風
土
記
の
国
府
編
集

一
〇


